
二
、
両
院
協
議
会
の
審
議
概
要

○
平
成
五
年
度
一
般
会
計
予
算
外
二
件
両
院
協
議
会

案
　
　
　
　
　
件

請
　
求

 

議
院

請
求
の
理
由

請
求
日

本
　
院
　
協

議
　
委
　
員

選
　
挙
　
日

両
院
協
議
会

開
会
日

成
案
の
議
決

備
　
　
考

参
　
議
　
院

衆
　
議
　
院

平
成
五
年
度
一
般
会
計

予
算
外
二
件

衆
議
院

参
議
院
が
衆

議
院
送
付
案

を
否
決

五
、三

、
三
一

五
、

三
、
三
一

五
、三

、
三
一

協
議
会
に
お
い
て
成
案
を
得

な
か
っ
た
。

憲
法
第
六
十
条
第
二
項

に
よ
り
衆
議
院
の
議
決

が
国
会
の
議
決
と
な
っ

た
。

○
平
成
五
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）
外
二
件
両
院
協
議
会

案
　
　
　
　
　
　
件

請
　
求

議
　
院

請
求
の
理
由

請
求
日

本
　
院
　
協

議
　
委
　
員

選
　
挙
　
日

両
院
協
議
会

開
会
　
日

成
案
の
議
決

備
　
　
考

参
議
院

衆
　
議
　
院

平
成
五
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）

外
二
件

衆
議
院

参
議
院
が
衆

議
院
送
付
案

を
否
決

五
、六

、
　
八

五
、

六
、
　
八

五
、六

、
　
八

協
議
会
に
お
い
て
成
案
を
得

な
か
っ
た
。

憲
法
第
六
十
条
第
二
項

に
よ
り
衆
議
院
の
議
決

が
国
会
の
議
決
と
な
っ

た
。



平
成
五
年
度
一
般
会
計
予
算
外
二
件

両
院
協
議
会
参
議
院
協
議
委
員
議
長
報
告

　
　
平
成
五
年
度
一
般
会
計
予
算
外
二
件
両
院
協
議
会
の
経
過
及
び
結

　
果
に
つ
い
て
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
本
院
協
議
委
員
は
、
先
ほ
ど
の
本
会
議
に
お
き
ま
し
て
、
議
長
よ

　
り
指
名
さ
れ
ま
し
た
後
、
直
ち
に
協
議
委
員
議
長
及
び
副
議
長
の
互

　
選
を
行
い
、
そ
の
結
果
、
協
議
委
員
議
長
に
私
、
村
沢
牧
が
、
副
議

　
長
に
白
浜
一
良
君
が
そ
れ
ぞ
れ
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
な
お
、
衆
議
院
に
お
き
ま
し
て
は
、
佐
藤
信
二
君
が
協
議
委
員
議

　
長
に
、
石
川
要
三
君
が
副
議
長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
両
院
協
議
会
の
初
会
の
議
長
は
く
じ
に
よ
り
決
定
す
る
こ
と
と
な

　
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
開
会
に
先
立
ち
、
抽
せ
ん
を
行
い
ま
し
た
結

　
果
、
衆
議
院
側
協
議
委
員
議
長
の
佐
藤
君
が
議
長
に
当
選
さ
れ
ま
し

　
た
。

　
　
協
議
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
衆
議
院
側
の
小
杉
隆
君
か
ら
、
公
共

　
投
資
の
拡
充
等
、
景
気
対
策
に
十
分
配
慮
し
て
お
り
、
特
に
生
活
関

　
連
分
野
に
重
点
配
分
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
社
会
保
障
関
係
費
が
充
実

　
強
化
さ
れ
て
お
り
、
特
に
高
齢
者
保
健
福
祉
推
進
十
ヵ
年
戦
略
、
エ

　
イ
ズ
対
策
等
き
め
細
か
い
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
政
府
開
発

　
援
助
予
算
を
一
兆
円
余
、
計
上
す
る
な
ど
国
際
貢
献
の
姿
勢
が
強
く

　
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
防
衛
関
係
費
を
三
十
五
年
度
以
来
の
低

　
い
伸
び
に
抑
え
て
お
り
、
特
に
正
面
経
費
に
つ
い
て
は
二
年
連
続
で

　
減
額
し
て
い
る
こ
と
、
厳
し
い
財
政
事
情
の
も
と
特
例
公
債
の
発
行

　
を
回
避
し
、
財
政
の
節
度
を
堅
持
し
た
こ
と
等
の
理
由
で
賛
成
、
次

に
本
院
側
山
本
正
和
君
か
ら
、
不
況
が
一
層
深
刻
化
し
て
い
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
景
気
回
復
に
即
効
性
の
あ
る
所
得
税
減
税
が
盛
り
込

ま
れ
て
い
な
い
こ
と
、
生
活
大
国
作
り
の
二
年
度
目
の
予
算
で
あ
る

の
に
、
生
活
関
連
社
会
資
本
整
備
の
た
め
の
公
共
事
業
費
の
配
分
比

率
が
相
変
ら
ず
固
定
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
国
民
生
活
に
直
接
か
か

わ
る
社
会
保
障
関
係
費
な
ど
高
齢
者
対
策
の
た
め
の
予
算
が
不
十
分

な
こ
と
、
東
西
冷
戦
構
造
の
終
え
ん
等
を
受
け
、
国
際
的
に
軍
事
費

の
削
減
が
潮
流
な
の
に
防
衛
関
係
費
の
抑
制
が
不
十
分
な
こ
と
、
景

気
の
低
迷
が
長
期
化
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
税
収
見
積
も
り
が
甘

く
、
過
大
見
積
も
り
と
な
っ
て
い
る
こ
と
等
の
理
由
に
よ
っ
て
反
対

と
、
そ
れ
ぞ
れ
議
決
の
趣
旨
の
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
次
に
協
議
に
移
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、
本
院
側
協
議
委
員
の
角
田
義

一
君
、
荒
木
清
寛
君
、
寺
崎
昭
久
君
、
吉
岡
吉
典
君
、
磯
村
修
君
、

ま
た
、
衆
議
院
側
協
議
委
員
の
中
川
昭
一
君
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
種
々

の
発
言
が
あ
り
、
双
方
に
お
い
て
熱
心
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
　
か
く
て
協
議
終
結
に
当
た
り
、
本
院
側
の
白
浜
一
良
君
か
ら
、
両

院
協
議
会
と
し
て
参
議
院
側
が
指
摘
し
た
予
算
三
案
に
反
対
す
る
理

由
と
し
て
掲
げ
た
諸
事
項
を
除
去
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
平
成
五
年
度

予
算
が
成
立
で
き
る
よ
う
衆
議
院
側
に
協
力
を
要
請
す
る
旨
の
意
見

が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
衆
議
院
側
の
亀
井
静
香
君
か
ら
は
、

平
成
五
年
度
予
算
は
現
下
の
経
済
情
勢
及
び
国
民
生
活
へ
の
影
響
を

考
慮
し
、
衆
議
院
側
の
議
決
通
り
成
立
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
旨
の

意
見
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
結
局
、
意
見
の
一
致
を
見
る
に
至
ら
ず
、
成
案
が
得
ら
れ
ま
せ
ん



　
で
し
た
。

　
　
以
上
、
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
五
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）
外
二
件

両
院
協
議
会
参
議
院
協
議
委
員
議
長
報
告

　
　
平
成
五
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）
外
二
件
両
院
協
議

　
会
の
経
過
及
び
結
果
を
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
本
院
協
議
委
員
は
、
先
ほ
ど
の
本
会
議
に
お
き
ま
し
て
、
議
長
か

　
ら
指
名
せ
ら
れ
ま
し
た
後
、
直
ち
に
協
議
委
員
議
長
及
び
副
議
長
の

　
互
選
を
行
い
、
そ
の
結
果
、
協
議
委
員
議
長
に
、
私
、
村
沢
牧
が
、

　
副
議
長
に
白
浜
一
良
君
が
そ
れ
ぞ
れ
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
な
お
、
衆
議
院
側
に
お
き
ま
し
て
は
、
佐
藤
信
二
君
が
協
議
委
員

　
議
長
に
、
石
川
要
三
君
が
副
議
長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
両
院
協
議
会
の
初
会
の
議
長
は
く
じ
に
よ
り
決
す
る
こ
と
と
な
っ

　
て
お
り
ま
す
の
で
、
開
会
に
先
立
ち
、
抽
せ
ん
を
行
い
ま
し
た
結
果
、

　
参
議
院
側
協
議
委
員
議
長
の
私
、
村
沢
が
議
長
に
当
選
い
た
し
ま
し

　
た
。

　
　
両
院
協
議
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
衆
議
院
側
の
小
杉
隆
君
か
ら
、

　
　
「
本
補
正
予
算
は
、
景
気
の
足
ど
り
を
よ
り
確
実
な
も
の
に
す
る
た

　
め
策
定
さ
れ
た
総
合
経
済
対
策
を
実
施
す
る
も
の
で
、
公
共
事
業
の

　
追
加
、
中
小
企
業
対
策
、
政
策
減
税
の
実
施
な
ど
、
我
が
国
が
直
面

　
し
て
い
る
景
気
回
復
と
内
需
拡
大
に
よ
る
貿
易
黒
字
縮
小
の
重
要
課

　
題
に
対
処
す
る
た
め
の
極
め
て
重
要
か
つ
緊
急
な
も
の
で
あ
る
」
等

　
の
理
由
で
賛
成
、
次
に
参
議
院
側
の
山
本
正
和
君
か
ら
「
所
得
税
減

税
実
施
の
参
議
院
予
算
委
員
会
の
要
請
を
、
政
府
は
真
摯
か
つ
重
く

受
け
止
め
て
い
な
い
こ
と
。
史
上
最
大
規
模
を
う
た
う
総
合
経
済
対

策
を
実
施
す
る
本
補
正
の
公
共
事
業
費
が
、
生
活
の
質
的
充
実
と
は

裏
腹
に
、
そ
の
配
分
が
固
定
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
財
政
法
第
二
十

九
条
の
補
正
予
算
編
成
要
件
か
ら
遊
離
し
た
政
策
経
費
中
心
の
追
加

補
正
と
な
っ
て
お
り
、
政
府
の
補
正
予
算
編
成
が
恣
意
的
に
過
ぎ
る

こ
と
」
等
の
理
由
に
よ
っ
て
反
対
と
、
そ
れ
ぞ
れ
議
決
の
趣
旨
の
説

明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
次
に
協
議
に
う
つ
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、
本
院
側
協
議
委
員
の
穐
山

篤
君
、
広
中
和
歌
子
君
、
寺
崎
昭
久
君
、
吉
岡
吉
典
君
、
磯
村
修
君

か
ら
、
ま
た
、
衆
議
院
側
協
議
委
員
の
中
川
昭
一
君
か
ら
発
言
が
あ

り
、
双
方
に
お
い
て
熱
心
な
協
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
か
く
て
協
議
終
結
に
当
た
り
、
本
院
側
の
白
浜
一
良
君
か
ら
、
両

院
協
議
会
と
し
て
は
、
参
議
院
側
が
指
摘
し
た
平
成
五
年
度
補
正
予

算
三
案
に
反
対
す
る
理
由
と
し
て
掲
げ
た
諸
事
項
を
除
去
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
本
補
正
予
算
が
成
立
で
き
る
よ
う
、
衆
議
院
側
に
協
力

を
要
請
す
る
旨
の
意
見
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
衆
議
院
側
の
桜
井
新
君
か
ら
は
、
本
補
正
予
算
は
、
当
面

す
る
我
が
国
経
済
に
と
っ
て
、
極
め
て
重
要
か
つ
緊
急
な
も
の
で
あ

る
こ
と
に
鑑
み
、
原
案
ど
お
り
成
立
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
旨
の
意

見
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
結
局
、
意
見
の
一
致
を
見
る
に
至
ら
ず
成
案
が
得
ら
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。

　
以
上
、
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。




